





















































































































































































































































































































































































































































































































































5分 Review T：What　is　thisP Lesson　2で扱ったwhat
S：It　is唄r　chalk． の文を復習と導入の意図
T：OK！！Good．　Next　is…，what　is　thisPで行う。前回のビクチ
S：It　is　a　text　book． ヤーカードや身の回りの
物を使って，なるべく多
T：You　are　very　good　and　OK．　So　let’s　go　start　today’sくの人とコミュニケーシ
P「09「am・ ヨソをとれるようにする。
12分IntroductionT：Now，　e｝ass　everyone，100k　at　the　blackboard．主語の後に動詞がきて，
of　new　mate一1，have，　like，　English，　book，　a，　dog，　dogs，　rabbit，　rab一目的語がくるという日本
rial bits，　very　much，といったフラッシュカードを用意語とは異なる英語の語順
し，それを次のように並べる。 を強調し，生徒に意識づ
Ihaveado9。 けさせる。又，動詞はこ
11ike　English（very　much）． ういった文の基本とな
Ipractice　judo． り，はじめて出てくるも
この3つの例文を使って，一般動詞の一人称の文の構 のなので，haveとlike
造と作り方を説明する。まず，動詞の意味を教え，そ とpracticeの意味は最
れからその英語の語順のでき方を教える。その後，日 初にしつこく繰り返し，
本語で意味を横に板書する。又，very　muchの使い方分かってもらう。
も一緒に説明してしまう。その後，質問はないか？と 具体的に理解させるため
聞く。 に，覚えてしまうように
動詞の意味と語順の理解と日本語訳の説明が終わっ 3つの英文を繰り返す。
たら，この3つの例文を先生がいい，生徒に繰り返さ
せる。ある程度やったら，個人をあてて，この3つの
例文を言ってもらう。
10分 Practice先に使ったカードを使い，先生が日本語で文を言った 習ったことを今度は自分
のを生徒が黒板の前に出てきて，カードを並び替え でできるように主体的な
る。それを確認した後みんなで，その文を口に出して 活動をさせ，自分のもの
練習する作業を繰り返す。 にさせる。
例：私は一冊の本を持っている。
私は柔道が大好きです。
T：Please　answer．
S：解答する。
T：OK！Very　good！／Good　job！But㍍you　have　made　a
湘e－small　mistake．
5分 New　WordsT：Let’s　practice　new　v㏄aもu㎞es　vocabulary．先に説明済みの単語が多
カードを見せながら，この課ででてくる単語を最初は いので，始めてみる単語
鞘1語1語説明する。その後，英語→日本語の順で， を中心に説明する。動詞
カードをひっくり返しながら一緒に言ってもらう。そ と名詞を分けて教える。
の後，日本語→英語の順で生徒たちだけにいってもら
う。
T：Repeat　after　me　in　English／Japanese麟
15分ReadingT：Open　your　text　book，　page　27． 一人称一般動詞の復習は
一文ずつ読んでは，意味を説明，または答えてもら もちろん，atとtheの
う。一文めと三文めは，復習の感じで答えてもらう。 使い方を教え，教科書の
二分めと四文めは，theとatの使い方を説明する。こ文を自分で理解できるよ
のようにして，意味がわかった後，先生の後に続い うにした後，音読で定着
て，リビートする練習をする。 させる。
T：Repeat　after　me．　I　have　a…
S：Ihavea…
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その後，このページのQ＆Aをやってもらい，○か テキストのまとめとし
×か，みんなに手を挙げてもらい，本文の該当箇所と て，○×をする。テキス
照らし合わせて本文の内容を確認する。 トの内容を最終チェック
T：Raise　your　hand，　O　or　x？ する。
終わったら，30ページに行って，（1）～（3）の単語を
あてはめて，英文を言い，リピートしてもらう。意味 一般動詞の使い方を定着
は先に説明してしまう。このような練習は，前にも結 させるために行う。
構やったので，まとめの感じで，音読を中心として，
簡潔に行う。
T：So，　go　to　page　30．
T：Repeat　after　me．　I　have　a　ludo　uniform．・・
（cueの順はjudo　unifom1，　pen，　bag，　bike）
T：OK！Good　job．
2分 Consolida一T：Let’s　practice　today’s　poinし 今日勉強したことを確認
tion 今日は，新しい形の文を勉強したことを確認し，主語 し，一般動詞の文の最終
→動詞の順に英語はなっていることを確認する。その 確認をし，授業の終わり
後，Introductionでやった3つの文を出してリピートへつなぐ。
する。
T：Look　at　the　black　board　and　repeat　after　me．　I　have
ado9．
S：Ihave　a　do9．
T：Ilike　English　very　much．
S：Ilike　English　very　much．
T：Ipractice　judo．
S：Ipractice　judo．
T：OK！Today’s　lesson壬嚇is　finished．　Thank　you．
Good　bye．
S：Good　bye．
　3）　模擬授業をするための学習指導案
　筆者の「英語科教育法」クラスで実施している模擬授業は一人15分～20分のものなので，上
記の学習指導案通りには授業を進めることはできない。したがって，上記の学習指導案の中の
行いたい部分　　例えば，「ウォームアップ，復習，導入」を全てやる，「導入」と「展開の一
部」をやる，「ウォームアップ，復習，導入，展開，整理」を少しずつ拾い上げて授業の流れ
を体験してみる等　　を学生が選択することになる。学生は自分で選択した部分に関しての授
業計画を立て（模擬授業用に練り直した学習指導案は，次回の機会に掲載しようと思う），教
材を作ったり，授業中に言う文言を考えたりして模擬授業に臨むのである。
4．　まとめ
　今回のアンケート調査結果から，教授経験のある学生の方が，教えることに対してより前向
きな姿勢をもっており，実体験に基づいたより具体的な考えをもっていることが判明した。こ
の調査結果からも，教育実習前に模擬授業をすることの必要性と重要性を再確認することがで
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きた。
　ただ，教授経験のない学生たちからの回答結果に見られるように，教えようとする側の「自
信のなさ」の主因になっている英語力不足は憂慮すべき問題である。次回の機会に「模擬授業
の実施と反省」に関して調査し考察したいと考えているが，そこでもやはり英語力不足の問題
が反省点の一つとして浮上することが予想される。
　大学英語教育学会内の教育問題研究会が実施した「教員採用で重視される項目の分析調
査」⑤によると，「英語科教員養成課程に対する要望」として，「実践的指導力・指導技術」の
養成と「英語運用能力・英語観」の育成が特に求められている。前者では「わかりやすい授業
を展開できること」と「英語コミュニケーショソ活動の技術を持っていること」が，後者では
「英語で授業ができること」，rALTとコミュニケーションができること」が具体的に挙げられ
ている。
　また，同研究会が行った「教育実習の受け入れ側の意識に関する調査」⑥でも，「実習生指導
に関する大学への要望」として，第一に「英語力の養成」が，第二に「指導法・指導技術の養
成」が，第三に「模擬授業」の実施，第四に「学習指導細案の書き方」の指導，第五に「基本
的機器の操作」の習得が求められており，まずもって実習生に英語力を身に付けさせることは
大学側の急務である。
　英語教師としての英語力には，英語の文法を体系的に説明できる力，英語母語話者のように
発音・発話できる力，生徒の書いたものを即添削できる力，プレゼンテーション能力，評価を
する力等の様々な側面がある。学生はそうした英語力を身に付けるべく日々努力を積み重ねる
必要があるし，大学側は彼らの英語力を高めるための体制を強化する必要がある。
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